
 

１
月
３
日
、
郷
土
資
料
館
で「
か
す
み
が

う
ら
の
お
城
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

城
市
は
、
司
会
や
出
店
者
な
ど
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
和
装
の
装
い
で
来
場
者
を
出
迎
え
、

お
正
月
に
和
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
市
民
の
有
志
で
組
織
さ
れ
た「
お

城
市
実
行
委
員
会
」が
主
催
。
当
日
の
会

場
は
、
お
城
と
和
の
衣
装
が
相
ま
っ
て
、
古

き
良
き
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
多
く

の
方
が
そ
の
空
間
を
満
喫
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
畳
や
着
物
生
地
を
使
用
し

た
和
物
を
始
め
、
甘
酒
や
漬
物
、
玉
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
れ
ん
こ
ん
役
者
に
よ
る
ミ

ニ
時
代
劇
シ
ョ
ー
や
新
選
組
茨
城
玉
造
隊

の
演
劇
公
演
、
オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
ち
び
っ
こ
が
参
加
し
た

チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
で
は
、
観
客
の
皆
さ
ん
の

声
援
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

いれんこん役者の笑いあ
りのミニ時代劇ショーろ甲
冑試着体験をする親子
は竹馬体験に的目掛け
て手裏剣投げほ獅子頭
で頭噛みへ意中の景品
に狙いを定めて「パン！パ
ン！」と射的と太子囃子
獅子舞保存会による獅子
舞の披露ちけん玉を楽
しむ男の子り干支のサ
ルも来場ぬ大盛り上がり
の「ちびっこチャンバラ」
3 人勝ち抜くと賞品がも
らえました

古き良き時代へ

タイムスリップ
～お城市～
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ろ

い

へ

文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

投
稿
作
品

塩
原
を
旅
す
る
中
に
夫
婦
杉
風
雪
に
耐
い
千
有
余
年 

石

塚

清

達
筆
な
手
書
き
の
賀
状
見
当
ら
ず
ホ
ー
ム
に
入
り
し
と
人
伝
に
聞
く 

菅

谷

咊

子

冬
の
空
黒
く
大
き
い
あ
の
雲
は
あ
っ
ち
に
行
っ
た
り
こ
っ
ち
に
き
た
り 

中

島

市

男

夢
に
み
し
は
る
ば
る
来
た
り
口
力
岬
大
陸
果
て
て
海
は
じ
ま
れ
り 

中

島

良
平

鎮
守
杜
震
災
会
ひ
し
鳥
居
変
え
遷
宮
祝
う
氏
子
揃
え
て 

櫻

井

清

風

寄よ
り
あ
ひ合

や
雲
間
に
冴
ゆ
る
冬
の
月 

扶

美

世

腰
浮
か
し
勢
い
バ
ネ
に
動
き
初
め 

や
ま
ぐ
ち
い
さ
む

千
代
田
俳
句
同
好
会

16かすみがうら

出
島
短
歌
会

母
さ
ん
の
こ
と
は
私
が
み
て
あ
げ
る
笑
顔
の
娘
先
に
黄
泉
踏
を 

小

室

貞

江

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
何
が
欲
し
い
と
誕
生
日
に
何
も
な
い
と
は
そ
っ
け
な
い
か
も 
飯
島
ヒ
ロ
エ

過
ぎ
て
ゆ
く
日
日
に
追
は
れ
て
い
る
う
ち
に
早
ま
る
ご
と
し
年
の
き
ざ
み
は 
名

倉

子

菜
の
花
の
向
こ
う
む
か
し
の
海
が
あ
る
潮
の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
き
た 

浜

田

留

子

山
吹
き
の
花
だ
け
の
も
つ
黄
色
か
な
朝
の
光
に
た
た
ず
ん
で
ゐ
る 

岡

田

恭

子

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 2月4日木までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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大
根
干
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あ
た
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場
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追
い
か
け
て 

久
保
庭
悦
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短
日
を
働
き
過
ぎ
て
立
暗
み 

車

田

き
み

短
日
や
薄
暮
と
競
ひ
帰
路
に
つ
く 

田
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幸

雄

短
日
や
耺
人
去
り
て
木
の
か
ほ
り 

福

田

宏

通

常
世
の
国
の
象
徴
大
型
古
墳
群
が

た
く
さ
ん
築
造
さ
れ
た
出
島
半
島

出
島
半
島（
旧
霞
ヶ
浦
町
）は
、
県
南
部
の

新
治
台
地
の
東
南
に
位
置
し
、
霞
ヶ
浦
に
西

か
ら
東
に
突
き
出
し
た
半
島
で
す
。
面
積
は
、

70
・
51
㎡
を
測
り
ま
す
。
出
島
半
島
の
地
層
は
、

下
部
か
ら
石
崎
層
→
成
田
層
→
常
総
層
→
関

東
ロ
ー
ム
層
の
順
に
堆
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
層
は
、
当
地
域
を
流
れ
る
河
川（
菱
木

川
・
一
ノ
瀬
川
・
川
尻
川
）に
よ
り
樹
枝
状
に

解
析
さ
れ
、
多
く
の
谷
津
と
な
り
、
こ
の
谷
津

や
出
島
半
島
周
縁
部
の
低
地
に
面
し
た
台
地

上（
新
治
台
地
）に
遺
跡
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

当
地
域
は
、
水
上
と
陸
上
交
通
の
要
路
に

あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
低
地
は
水
稲
耕

作
に
適
し
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
生

活
が
行
わ
れ
、
豪
族
も
相
当
な
勢
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
県
内
で
も

有
数
の
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
、
出
島
半
島
は

現
在
の
と
こ
ろ
３
１
２
基
の
古
墳
を
数
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
で
も
富
士
見
塚
古
墳
は
西

に
筑
波
山
、
北
と
東
に
霞
ヶ
浦
、
南
に
菱
木

川
の
低
地
を
望
む
景
勝
の
地
に
あ
る
市
内
最

大
の
前
方
後
円
墳
で
、
全
長
80
・
２
ｍ
、
前

方
部
の
高
さ
９
ｍ
、
後
円
部
の
高
さ
８
・
５
ｍ
を

測
り
ま
す
。
周
辺
に
は
、
４
基
の
円
墳
が
あ
っ

て
富
士
見
塚
古
墳
群
を
形
成
し
、
こ
れ
ら
は

かすみがうら17

古
墳
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士

見
塚
古
墳
の
埋
葬
施
設
は
、
後
円
部
の
木
棺
、

前
方
部
付
近
の
石
棺（
内
部
が
赤
彩
）が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘
か
ら
は
、
円
筒
埴
輪
や

人
物
、
家
、
動
物
な
ど
の
形
象
埴
輪
が
出
土

し
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
高
浜
入
り
を
介
し
て
対
岸
に
は
、

三
昧
塚
古
墳（
行
方
市
）や
権
現
山
古
墳（
旧

玉
里
村
）が
あ
り
、
富
士
見
塚
古
墳
と
規
模
、

形
態
、
副
葬
品
な
ど
類
似
す
る
も
の
が
多
く
、

同
等
の
権
力
者
と
し
て
競
い
合
っ
て
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
工
業
団
地　

柏
崎
窯
跡
群

柏
崎
窯
跡
群
は
、
柏
崎
字
天
王
続
に
所
在

す
る
古
代
の
工
業
団
地
で
、
須
恵
器
・
瓦
・
鉄
・

炭
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

須
恵
器
窯
は
、
丘
陵
南
斜
面
に
あ
り
、
北

東
側
に
鉄
・
炭
・
瓦
の
生
産
地
区
が
あ
り
ま
す
。

炭
窯
は
、
か
な
り
の
量
の
炭
が
一
度
に
作
れ
る

も
の
で
、
木
炭
を
燃
料
に
し
た
産
業
が
活
発
に

行
わ
れ
て
こ
と
を
示
す
貴
重
な
遺
構
で
す
。
瓦

窯
で
は
、
常
陸
国
分
寺（
石
岡
市
）の
瓦
を
生

産
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

次
回
は「
ジ
オ
と
農
業
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。（
深
井　

征
一
郎
）

は

に ほ

ち

と

り ぬ


